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しかし、最近、シロアリ目を「ゴキブリ目 s. str.」の内群、両目をゴキブリ目 s. lat. として扱い、「ゴキ
ブリ目 s. str.」を側系統群、網翅類を「網翅類＝カマキリ目＋ゴキブリ目 s. lat.」と理解する「二目体系」







までにゴキブリ目 s. lat. の発生学的研究は多く行われてきたが、それらは衛生昆虫のゴキブリ科や「チ
ャバネゴキブリ科」、シロアリ目に偏っており、その他のグループでは知見が乏しい、もしくは皆無で
ある。上述したムカシゴキブリ科も発生学的知見が皆無なグループの一つである。以上の背景から、日


























目 + ゴキブリ目 s. lat. 【＝（オオゴキブリ亜目 +（ゴキブリ亜目 + シロアリ目））】という系統学的
理解が導かれる。この胚運動型による網翅類の系統学的理解は、大規模トランスクリプトーム解析
（Misof et al., 2014）、大規模全証拠解析（Djernæs et al., 2015）による最新の系統樹と整合する。網翅類
内の系統学的理解が進展したと同時に、系統学的議論における「胚運動型」の有効性が示唆された。 
 










平成 28 年 2 月 2 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
